
．
七
四
こ
幽
バ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
」
意
に
よ
る
も
の
で
す
。
い
っ
た
ん
発
生
~

．
し
た
ら
大
切
な
生
命
。
財
産
が
失
な
わ
，

．
す
。
火
災
予
防
の
徹
底
を
は
か
る
た
め
、
"

o
i
 

・
ら
れ
ま
す
。
火
災
の
な
い
街
づ
く
り
に
~

●
次
の
事
項
を
実
施
し
て
下
さ
い
。

2
 

2
 

~
。
た
ば
こ
の
投
げ
拾
て
と
寝
た
ば
こ
房
誓
し
ょ
う
。
＇

3
 

災

□
只
直
噂
汀
0
臼
[
[
口
＼
屑
、
防
出
初
式
終
る

LL

i

の
防
止

[
恩
給
、
扶
助
料
、
共
済
年
金
、

ロ＂
金
（
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
は
除
ん
）
：
分
注
意
す
る
こ
と
で
す
。
~

•
な
ど
の
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
で
~
。
外
出
、
就
寝
前
の
火
の
元
点
検
の
．
二
月
十
一
日
恒
例
の
肱
川
町
消
防
出
[

選
器
露
饂
礎
腿
嚢
激

」
初
式
が
肱
川
中
学
校
校
庭
に
森
い
て
挙
[

[
資
金
が
必
要
な
と
き
は
証
書
担
保
で
国
~
励
行

る

一

ビ

陀

告

示

さ

れ

た

、

任

．

げ

た

収

人

金

額

か

ら

、

そ

の

』

K
公
庫
よ
り
貸
付
け
が
受
け
ら
れ
ま
す
o:

外
出
や
就
寝
徳
の
火
災
は
発
見
が
遅
」
行
さ
れ
た
。

当
日
は
あ
い
憎
の
天
候
、
小
雨
降
る
~

了
に
よ
る
肱
川
町
長
選
挙
は
同
十
~
収
入
金
額
を
あ
げ
る
た
め
の
＂
こ
の
資
金
の
使
い
合
ち
は
自
由
で
す
。
：
れ
る
た
め
、
大
火
に
な
り
や
す
く
ま
た
＂

一
日
に
立
候
補
届
出
が
締
ら
れ
た
が
、
．
必
要
な
経
費
（
生
活
費
は
除
〗
手
続
き
も
か
ん
た
ん
で
す
。
ご
利
用
下
老
人
、
子
供
の
死
亡
事
故
を
起
こ
し
ゃ
｛
寒
気
の
中
、
県
知
事
代
理
を
は
じ
め
、
•

．
大
訓
警
察
署
長
、
県
議
会
議
員
、
近
隣
•

よ
'
ぃ
の
で
す
o

外
出
ヽ
就
寝
前
に
は
必

届
出
は
、
現
町
長
の
藤
川
守
仲
一
人
で
．
く
）
を
差
し
引
い
た
も
の
。
；
さ
い
。

る
よ
う
習
」
市
町
村
消
防
団
長
、
消
防
主
任
、
町
議
，
＂

あ
っ
た
た
め
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。
．

0

の
面
で
。
。
配
偶
者
、
扶
姜
‘
(
◎
融
資
額
最
高
五

0
万
円

-9火
の
元
の
安
全
を
点
検
す

す

。

．

会

議

員

、

後

援

会

長

等

の

参

列

の

も

と

[

な
お
、
無
投
票
当
選
の
決
定
は
、
二
月
[
事
業
専
従
者
ヽ
医
療
費
ヽ
社
会
保
険
[
た
だ
し
ヽ
恩
給
等
の
手
取
額
三
年
分

[
m
づ
け
る
こ
と
で

十
九
日
の
選
挙
会
忙
お
い
て
な
さ
れ
ま
~
料
、
生
命
保
険
料
、
そ
の
他
の
控
除
が
五

0
万
円
に
み
た
な
い
と
き
は
そ
の
~
。
老
人
、
子
供
、
病
弱
者
等
の
就
寝
団
凪
ニ
―

0
人
の
姿
勢
、
服
装
、
機
械
．

]

額

．

場

所

の

安

全

点

検

」

器

具

の

点

検

、

ポ

ン

プ

操

法

、

は

し

ご

．

し
た
。
~
に
関
す
る
こ
と
。
．

~
以
上
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
た
だ
く
《
◎
利
率
年
六
笏
＂
昨
年
中
の
死
者
は
二
九
人
に
達
し
そ
．
操
法
、
部
隊
訓
練
、
分
列
行
進
、
一
/

一[
わ
け
で
す
が
、
記
入
方
法
に
つ
い
て
(
認
評
細
に
つ
ぃ
て
は
、
町
住
民
課
又
は
〖
？
'
ち
＿
_
オ
以
下
の
子
供
が
六
人
、
口
放
水
等
勇
壮
敢
な
る

っ
た
。

住

民

税

の

麟

｀

．
六
一
オ
以
上
の
老
人
が
一
四
人
を
占
め
；
式
に
う
つ

'
は
「
申
告
書
の
書
き
方
」
の
く
わ
し
石
川
上
商
工
会
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

．
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
は
就
寝
場
所
が
~
本
年
の
被
表
彰

．
い
説
明
書
が
部
落
長
さ
ん
の
と
こ
ろ
[

避
難
し
に
く
い
場
所
で
あ
る
た
め
、
逃
◎
愛
媛
県
知
事
表

．

に

あ

り

ま

す

の

で

、

よ

く

見

て

正

し

[

春

季

全

国

火

災

ー
ー
申
告
に
つ
い
て
一

．
げ
お
く
れ
に
よ
る
も
の
が
多
い
の
で
、
功
労
章
'

~
く
記
入
し
て
下
さ
い
。

＿＿
 

予
防
運
動
・
老
人
、
子
供

r
病
弱
者
等
は
出
入
口
の
~
第
二
分
団
副
分

昭
和
四
十
八
年
度
分
町
県
民
税
申
告
」
申
告
書
の
提
出
期
限
は

[

二

R

二

八

ー

三

像

一

三

ー

匿

い

所

で

就

寝

さ

す

よ

う

に

す

る

こ

と

第

四

II

の

時

期

が

来

ま

し

た

。

．

三

月

十

五

日

ま

で

で

す

。

申
告
書
の
提
出
義
務
者
は
~
こ
の
申
告
書
は
税
金
決
定
の
基
礎
と
~
昨
年
中
、
愛
媛
県
で
は
六
七
八
件
の
二
で
す
。
こ
◎
変
媛
県
消
防
協

ん
火
災
が
発
生
し
、
二
九
人
の
人
生
と
八
．
第
二
に
、
林
野
火
災
の
防
止
で
す
。
~
功
績
章

昭
和
四
十
八
年
一
月
一
日
現
在
肱
川
こ
な
る
重
要
な
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、

町
内
忙
住
所
を
有
ま
る
人
で
、
昭
和
ぶ
朋
限
（
三
月
十
五
日
）
ま
で
に
は
必
ず
伍
隔
四
千
八
百
万
円
余
り
の
財
産
が
失
た
．
晩
冬
季
か
ら
春
季
に
か
け
て
は
林
野
[
第

ぷ
五
ま
し
た
。

四

十

七

年

中

に

所

得

の

あ

っ

た

人

で

ニ

口

す

よ

う

に

し

て

下

さ

い

。

＂

火

災

が

多

発

す

る

傾

向

が

あ

り

ま

す

。

i

す
。
~
未
提
出
や
申
告
書
に
不
正
が
あ
る
場

i

こ
れ
を
四
六
年
に
比
較
し
て
み
る
と
二
春
季
運
動
も
、
後
の
一
週
間
は
特
に
林
~

但
し
、
次
の
人
は
申
告
書
を
提
出
す
：
合
、
納
税
者
が
不
利
に
な
る
と
と
が
あ

i

件
数
で
一
三
四
件
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

i

野
火
災
予
防
に
重
点
を
お
く
こ
と
に
な
，

る
必
要
は
あ
り
主
せ
ん
。
：
り
ま
す
の
で
正
し
く
申
告
し
て
下
さ
い
芯
死
者
は
一
名
減
少
し
た
の
み
で
ナ

0

っ
て
お
り
、
統
一
標
語
も
「
燃
や
す
ま
~

~
今
年
も
火
災
多
発
期
を
迎
え
、
二
月□
い
、
あ
な
た
ひ
と
り
の
森
で
な
い
」
と
~

①
昭
和
四
十
七
年
中
の
所
得
が
給
与
~

二
八
日
か
ら
三
月

l
-
＝

日

ま

で

の

二

週

；

な

っ

て

茶

り

ま

す

。

．

ぃ

所
得
の
み
で
給
与
支
払
報
告
書
が
[
固
定
沓
H
産

税

課

税

’

町
長
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人
0

.

:
 

:
 :
回
‘
春
の
火
災
予
防
運
動
が
全
国
い
っ
公
溜
K

施

事

項

と

し

て

・

[
。
た
き
火
の
跡
始
末
を
完
全
に
す
る
こ
~

~
せ
い
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
＂

②
昭
和
四
十
七
年
分
の
所
得
税
の
確
[
ム
ロ
餌
ご
3
認
エ
寛
匠

定
申
告
を
す
る
人
°
~
]
た
。
こ
の
運
動
の
統
一
標
語
は
「
慣
れ
~
と
。

閉
告
書
記
載
事
項
は

;
w縦
来
期
間
こ
た
火
に
あ
ら
た
な
注
意
」
で
す
。
~
。
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
、
か
な
ら
ず
{

〖
◎
実
施
事
項
と
し
て

i
消
す
こ
と
。

0

所
得
の
面
で
。
。
昭
和
四
十
七
年
中
~
昭
和
四
十
八
年
三

三
月
二
十
日
ま
で
~
第
一
に
、
わ
が
家
の
安
全
管
理
で
す
。

i゚
火
入
れ
の
許
可
は
か
な
ら
ず
と
る
こ
~

の
総
所
得
金
額
、
譲
渡
所
得
金
額
、
丁

山
林
所
得
金
額
、
退
蹄
額
等

i
⑫
縦
覧
場
所
~
昨
年
中
の
件
数
は
六
七
八
件
で
そ
の

i
と
。

所
得
と
は
。
。
に
あ
~
肱
川
町
役
場
、

9
う
ち
建
物
火
災
は
五
0

で
全
体
の
~
火
災
発
生
の
九

0
％
以
上
は
、
不
注
，

要

襲

璽

現
八
也o

o
 川

町

長
り

行
H
日
V

肱
発行

JI I 

一
日
か
ら

TEL { 

い
て

町

6
8
0
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72
集

部

公
担
保
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よ

金
＠
貸
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増

さ

る

”
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”
 

II 
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ff
団
員

”” 

信
美
~

神
井
恵
一
郎
[

沖

猶

幸

[
善
信

i

絶
幸
~

第
三ヽ

香
川

”
 ”
 ”
 

”
 
II 

II 

＂ 

治
男
~

忠
典
~

恵
~

幹
男
[

武
治
[

山
本
登
志
失

水
池

,, 

i 

の

さ
き
に
な
く
な

丸
さ
ん
に
姦
く
ら

め
役
立
て
て
下
さ
い
と
、

祉
協
議
会
へ
、

で
は
、
こ
れ
を
基

加
え
社
会
福
祉
の
た
め
有
効
に

使
用
し
熊
丸
さ
ん
の
ご
遺
志
に
報
い

た
い
と
っ
て
い
る
。

香

典

を

止

め

社
会
福
祉
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ノ

ので巻ごと

日
日
日

Il"
日
＂
日
日

4
5
8
”
1
1
,
I
I
O
1
 

ー

い
広
さ
な
ど
っ
て
ち
が
い
＂
の
も
と
に
降
圧
剤
を
上
手
に
使
い
健
康
~

;
{
す
が
、
大
ざ
っ
ば
に
S

う
と
脳
出
血
合
理
を
お
こ
た
ら
な
い
こ
と
で
す
。
[

い
ず
れ
匠
し
て
ポ
「
年
を
と
っ
た
の
~

~
の
発
作
は
昼
間
が
多
働
い
て
い
る
~

最
中
や
興
奮
し
た
あ
と
に
よ
く
お
こ
b
]
だ
か
ら
、
血
圧
が
高
く
た
っ
た
り
、
足
i

-
9

が
弱
く
よ
ろ
め
く
の
は
当
り
前0
目
の
~

；

す

。

が
す
む
の
も
老
眼
だ
ろ
う
し
な
ど
と
癖
~

一
時

i

璽
い
場
合
は
突
然
音
懺
を
失
い
、
け
~

＂
い
れ
ん
、
手
足
の
ざ
ひ
な
ど
が
お
こ
b
‘
；
ヽ
考
え
ず
、
お
か
し
い
と
思
り
心
あ
た
り

っ
た
ら
く
わ
し
い
検
査
を
受
け
[

元
亡
す
る
こ
と
ふ
ぁ
り
ま
す
が
、
癖
ぃ
玉
ソ
が
あ

」
場
合
は
め
さ
い
と
か
、
意
識
が
阿
ん
ゃ
；
ま
し
ょ
う
。
~

き
、
三
月
二
十
日
午
後
一
時
；
す
る
程
度
で
終
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
~
い
ま
は
よ
い
薬
も
あ
り
主
す
し
、
治
．

S
l―
一

時

ま

で

．

す

。

會

法

本

進

歩

し

て

い

ま

す

。

●

[
脳
塞
栓
ゃ
脳
血
栓
は
夜
間
に
発
作
が
[
危
険
信
号
の
段
階
か
ら
対
策
を
匠
ど
[

と
こ
ろ
、
町
公
民
館

て
お
け
ば
、
昔
の
よ
う
な
悲
劇
を
[

該
当
者
、
生
後
ニ
ケ
同
十
ニ
ヶ
月
~
あ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
程
急
激
に
お
＂
こ
し

ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
そ
っ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
•
お
こ
さ
な
い
で
す
む
の
で
＋
。

i

こ
の
よ
う
た
脳
卒
中
の
発
作
は
（
あ

i

そ
の
他
希
望
者

：
る
日
突
然
に
）
と
い
う
の
で
は
た
く
、

i

一

口

医

学

屡

ず

危

険

信

号

、

な

ん

ら

か

の

前

ぶ

れ

ぃ

[
が
あ
る
条
の
で
す
。

ヽ
~

[
た
と
え
ば
歩
い
て
片
足
が
し
び
れ
た
・

脳

卒

中

の

＼
 

．
め
古
い
‘
頭
痛
が
あ
っ
た
、
電
話
を
か
事

,
i
¥、

危

険

信

号

．

＂
け
よ
う
と
し
た
が
、
す
ぐ
佗
こ
と
ば
が
〗
~
ヽ

脳

卒

中

と

い

う

の

は

、

脳

の

血

管

が

で

て

と

な

か

っ

た

、

片

目

が

見

え

た

＜

曇

ノ

破
れ
て
出
血
す
る
（
脳
出
血
）
、
脳
の
~
な
っ
た
。
。
。
な
ど
、
ご
く
さ
さ
い
な
~

ロ
ロ
ロ
□〗
[
[
ロ
ロ
ロ
ー
／

場

＆

害

役

災

討

壺

会

）

会

）

部

（

骰

検

踏

明

館

）

せ

場

産

施

）

地

地

脱

民

一

合

役

式

水

館

現

現

業

公

タ

）

（

初

林

会

巴

館

）

完

佑

農

旬

疇

）

釦

翻

｀

民

構

骰

事

（

民

害

業

公

農

，

善

役

保

民

日

”

霙

1

会

）

会

民

進

暉

公

災

せ

授

（

次

呻

改

（

（

惰

噂

贔

疇

：

9韮

げ

暉

麟

公

会

所

（

生

合

開

2

水

会

造

会

査

検

2

分

所

町

員

船

公

事

体

亨

部

（

参

談

発

立

翫

鯰

疇

闘

鱈

疇

”

1
務
来
委
酬
（
理
学
会
会
査
晏
会
罰
相
鑽
年

合
区
員
調
有
薮
員
会
母
と

t
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生選りとさい以

れ為 う い を 以 生り量要て
｀るめ：‘処受外へ

ヘ 間菌はメ 愈暖＜茸

ヘ ぶの良いも上゜に併をけはは年水しる温
3 のとい高発とは乾 1種々冬る生非

は事強い原のの 数し
生云中燥ヵ密接忙わ産常

短もい°木にこ 年秋翡
易低発位が秋゜門時
い温生 か大の秋

つ間気 1に種よせ者に

期 大 楕 オ骨に春と た生に
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食織乗で伸八‘績湘豪
、四肉りりあび十こへ，
四十全込かる率七と推旦酎

忙十一体んえがは万•し定上
は三年（疋でら‘前五はジを
四年の占推れ消年千さ八占
二は四め定る費の卜ら十め
形四八るしなが七ン（ 疋三 る
と四形豚たど豚夕6と上万豚
な¢クか肉もの肉をな伸一肉の
っとらのの供か下ろし千は四
たな低構で給ら回う五卜 ‘O
°り下成あ状牛る゜彩ン昨彩
豚‘を比る況肉もこ 増 か 年 以
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年でよ由い卜五は は
上きり化わン％引供四

れ半ず産忙れで増き給一
て 期 ‘ 地よてあ程続を形の
いは農 で る い ろ 度 き み 前

と る 前 林も不るうに生る後
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軽快な農作業は足もとから一 1 

クミアイ地下クビの丈夫さ、軽さ、はき

やすさは、長い経験とたゆみない研究か

生み出したい）。疲れず、働きやすい足

もとをつくります。種類も、軽地下タビ、

作業シナーズ、かけ糸つ

昏・・と豊富。作業に合わせてお選びくだ

さい。新しい春ーークミアイ比下クピは、

豊かな実りへの第一歩をお約束いたし走

す。；
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